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「
過
渡
時
代
論
」
に
見

る
梁
啓
超

の
"
過
渡

"
観

若

杉

邦

子

清
末
、
中
国
が
自
国
の
無
力
を
悟
り
、
海
外
に
学
ぶ
必
要
を
痛
切
に
感
じ
る
よ
う
に
な

つ
た
の
は
、
日
清
戦
争
に
敗
北
し
、
大
国
の

威
信
が
失
墜
し
た
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
洋
務
運
動
の
後
を
承
け
て
台
頭
し
て
来
た
、
康
有
為

(
1
8
5
8
～
1
9
2
7
)

・
梁
啓
超

(
1
8
7
3
～
1
9
2
9
)
ら
の
変
法
自
強
運
動
は
、
戊
戌
政
変

(
1
8
9
8

・
9

・
2
1
)
の
勃
発
に
よ

っ
て

一
旦
挫
折
を
味
わ
う
。

し
か
し
、
変
法
自
強
派
の
メ
ン
バ
:
は
、
そ
の
夢
を
決
し
て
諦
め
よ
う
と
し
な
か

っ
た
。
梁
啓
超
の
場
合
は
、
亡
命
先
の
日
本

(横
浜
)

で
変
法
派
の
言
論
機
関
紙

《
清
議
報
》
を
主
宰
し
、
文
筆
活
動
で
も

っ
て
中
国
の
近
代
化
を
達
成
し
よ
う
と
熱
く
闘
志
を
燃
や
し
た
。

と

こ
ろ
で
、
中
国
の
近
代
化
に
あ
た

つ
て
、
梁
啓
超

の
考
え
た
学
問

・
教
育

の
や
り
方
と
は
、
彼
の
論
説

「
日
本
文
を
学
ぶ
の
益
を

論
ず
」
に
明
ら
か
な
如
く
、
西
洋
の
文
明
を
日
本
書
か
ら
手

つ
取
り
早
く
学
び
と
る
こ
と
に
、
そ
の
第

一
歩
を
置
く
と

い
う
も
の
で
あ

っ

た

(
彼
は
和
文
に
対
し
て

「中
国
人
に
と

っ
て
は
、
習
得
が
比
較
的
容
易
な
言
語

で
あ
る
」
と
の
見
解
を
持

っ
て
い
た
)。
そ
こ
で
彼

は
、

日
本
書
を
相
次
い
で
中
国
語
に
翻
訳
し
て
自
国
に
紹
介
し
、
更
に
は
そ
の
翻
訳
作
業
に
よ

っ
て
得
た
日
本
製
の
新
漢
語
を
借
用
し

な
が
ら
、
自
分
の
政
論
を
陸
続
と
発
表
し
た
。
彼
の
文
章
が
当
時
の
人

々
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実

で
あ
る
。

新
漢
語

(西
洋
文
明
の
移
入
に
よ

つ
て
新
た
に
生
じ
た
漢
語
)
に
は
、
大
き
く
分
け
る
と

「
新
造
漢
語
」
(当
時

全
く
新
し
く
創
ら

れ
た
漢
語
)
と
、
中
国
の
文
献
に
典
拠
を
持

つ

「伝
来
漢
語
」
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
こ
の
二
種
類
の
新
漢
語
は
、

と
も
に
、
中
国
人

が
造

つ
た
も
の
と
、
日
本
人
が
造

つ
た
も
の
と
に
分
類
し
得
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
分
別
し
て
次
に
示
す
と
、
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a

日
本
人
の
創

つ
た

「新
造
漢
語
」

c

日
本
人
の
工
夫
に
よ
る

「伝
来
漢
語
」

b

中
国
人
の
創

っ
た

「
新
造
漢
語
」

㈹

中
国
人
の
工
夫
に
よ
る

「伝
来
漢
語
」

右
の
四
種
類
の
新
漢
語
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

意
外

に
も
、
清
末
中
国
に
於
い
て
は
b
と
⑥
の
中
国
製
新
漢
語
よ
り
も
a
と
㈲

の
日
本
製
新
漢
語
の
方
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
a
と
c
の
日
本
製
新
漢
語
を
中
国
に
持
ち
込
ん
だ
最
大

の
功
労
者
と
は
、
先
に
も
述

べ
た
梁
啓
超
で
あ
り
、
「
日
本
語
よ
り

吸
収

し
た
も
の
は

(
日
本
製
新
漢
語
を
指
す
…
筆
者
註
)
適
度
に
平
易
で
あ
り
、
か
つ
中
国
語
に
か
な

っ
た
造
語
法

に
よ

っ
て
い
た
た

め
、

日
本
経
由

の
風
潮
と
と
も
に
優
勢
な
普
及
を
示
」
し
た
の
だ
と
い
う
。

こ

こ
で
、
明
治
及
び
清
末
の
新
漢
語
に
関
す
る
従
来
の
研
究
状
況
に
つ
い
て

一
瞥
し
た
い
。
そ
れ
ら
に
対
す
る
具
体
的
、
且
つ
詳
細

な
研
究
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
為
さ
れ
て
来
な
か

っ
た
。
そ
の
結
果
今
日
、

"誰
に
よ

っ
て
、
い
つ
造
ら
れ
た
か
"
詳
ら
か

で
な

い
新
漢
語
は
甚
だ
多
い
。
例
え
ば
、
本
稿
に
於
い
て
筆
者
が
考
察
の
対
象
と
し
て
採
り
上
げ
る

「
過
渡
」
と

い
う
言
葉
も
、
そ
う

い
っ
た

"出
自
不
詳

の
新
漢
語
"
の

一
つ
で
あ
る
。

我

々
は
ご
く
日
常
的
に
「
過
渡
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
が
、
曽
て
こ
の
言
葉
に
特
別
な
注
意
が
払
わ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
検
討
さ
れ

た
例
も
な
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。
大
槻
文
彦
博
士
の

『新
訂
大
言
海
』
は
そ
の
語
源
を

「
英
語
、
■
「
ゆコ
。。一二
〇
コ
ノ
訳
語
」
と
説
く
が
、

根
拠
を
明
確

に
示
し

て
い
な
い
。

新
漢
語

「
過
渡
」
の
最
初
の
現
れ
が
、

↓
体
何
処
に
見
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
筆
者

に
も
答

え
る
だ
け
の
充
分

な
用
意
が
な
い
。
新
漢
語

「
過
渡
」

の
濫
鵤
を
突
き
止
め
る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し

て
、

一
旦
置
き
た
い
。
本
稿

の
ね
ら
い
は
、

新
漢
語
の
伝
達
者
と
も
言
う
べ
き
梁
啓
超
が
、
そ
の
変
法
自
強
運
動
と
相
侯

っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
識
の
下
に
新
漢
語

「過
渡
」
を
中

国
に
持
ち
込
ん
だ
の
か
、
彼
の
論
文

「
過
渡
時
代
論
」

の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
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今

日
の
日
本

で
、
我

々
は
ご
く
日
常
的
に

「
過
渡
期
」

「
過
渡
的
」
と
い
つ
た
言
葉
を
用
い
る
が
、
こ
こ
で
今

一
度

「過
渡
」
と
い



う
言
葉

の
、
日
本
に
於
け
る
今
日
的
な
意
味
を
辞
書
で
調
べ
て
み
る
と

①
移

り
ゆ
く
こ
と
。
旧
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
へ
移
る
途
中
。

「一
期
」

②
漢
文
修
辞
法

で
、
上
文
を
承
け
て
下
文
を
起
こ
す
の
に
用
い
る
、
筆

の
つ
が
い
に
な
る
語
。
承
接
。

(『
広
辞
苑

』
第
四
版

新
村

出
編

岩
波
書
店

一
九
九

一
年
十

一
月
)

と
記
さ
れ
て
お
り
、
我
々
が

↓
般
に
使
用
す
る
の
は
①

の
意
味
合
い
に
於

い
て
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
知
ら
れ
る
。

現
在
の
中
国
に
於
け
る

「
過
渡
」

の
語
義
も
、
①

に
挙
げ
た
、
日
本
語
に
於
け
る
語
義
と
同
様
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、

中
国

で
ご
く

一
般
的
に
用

い
ら
れ

て
い
る

『現
代
漢
語
詞
典
』
(中
国
社
会
科
学
院
語
言
研
究
所
詞
典
編
集
室
編

商
務
印
書
館

一

九
七

八
年
十

二
月
)
が

「
過
渡
」
と

い
う
語
を

「事
物
由

一
個
階
段
逐
漸
発
展
而
転
入
別

一
個
階
段

:
～
時
期
」
と
説
明
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
解
る
。

し
か
し
、
日
本
や
中
国
に
於
い
て
、
「過
渡
」
と
い
う
語
の
持
つ
意
味
が
、
「
(
"
旧
段
階
"
か
ら

"新
段
階
"

へ
と

)
移
り
ゆ
く
こ
と
、

ま
た
、
次
の
段
階

に
移
る
そ
の
途
中
」

で
あ
る
、
と

一
般
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
今
日
に
至
る
ま
で
に
経
過
し
た
時
間

は
、

実
は
わ
ず
か
百
年
位
に
過
ぎ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
中
国
に
於
い
て

「過
渡
」
と
い
う
言
葉
が
、
今
日
的
な
意
味
合

い
を
帯
び
て

盛
ん
に
使
わ
れ
始
め
た
の
は
、

二
十
世
紀
に
入

っ
た

一
九
〇

一
年
以
降

の
こ
と
だ
と
確
信
す
る
が

(
一
九
○

一
年
と
は
、
日
本
で
言
え

ば
明
治

三
十
四
年
、
中
国
で
言
え
ば
光
緒

二
十
八
年
に
あ
た
る
)
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
梁
啓
超
の

「過
渡
時
代
論
」
を
紹
介
す
る

時
に
改
め
て
述
べ
た
い
。

新
漢
語
と
し
て

「過
渡
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
以
前
か
ら
、
中
国
に
は

「
過
渡
」
と
い
う
言
葉
が
確
か
に
存
在
し

て
い
た
。
し
か
し

従
来

の

「
過
渡
」
は
、
現
在
我

々
が
用
い
る
①

の
意
味
に
於
い
て
は
使
用
さ
れ
な
い
言
葉

で
あ

っ
た
。

「
過
渡
」
と
い
う
熟
語
は
、
文
法
構
造
上
、
次
の
二
通
り
に
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

a
・

{「
過
」
日
動
詞
、
「渡
」
日
動
詞
}
の
構
造
…
…
「経
過
(
よ
ぎ
る
)+
渡
河
(江
河
を
渡
る
)」

b

.

{「
過
」
"
動
詞
、
「渡
」
11
名
詞
}
の
構
造
…
…
「経
過
(
よ
ぎ
る
)十
渡

口
(わ
た
し
ば
)」

a
は
二
つ
の
動
詞
を
重
ね
て

一
つ
の
動
詞
を
形
成
す
る
型

の
熟
語

で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
動
詞

「
過
」
は

「
経
過
」
「
走
過
」

の

「過
」

で
あ
り
、
動
詞

「
渡
」
は

「渡
河
」
「渡
航
」
の

「渡
」

で
あ
る
か
ら
、

こ
の
二
字
熟
語
は

「渡
る
、
(舟
で
)
江
河
を
よ
ぎ
る
」

「過
渡
時
代
論
」
に
見
る
梁
啓
超
の
"過
渡
"観

(若
杉
)
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こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
b
は
、
動
詞

の
後
に
目
的
語
が
来
る

"
動
賓
構
造
"
で
あ
る
か
ら
、
「渡
」
は
名
詞
と
し
て
解
釈
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
よ

っ

て

「
渡
」
の
意
味
す
る
所
は

「
渡
し
場
、
津
」
で
あ
り
、
熟
語
全
体

の
意
味
は

「渡
し
を
よ
ぎ
る
」

こ
と
だ
と
解
釈
出
来
る
。

上
記

a
と
b
の
違
い
と
は
、
「渡
」
を
動
詞
と
と

つ
て

「
(水
の
上
を
)
渡
る
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
述
語
の

一
部

で
あ
る
と
見
傲
す

か
、

名
詞
と
と

っ
て

「渡
し
場
」
と
い
う
意
味
の
目
的
語
と
見
倣
す
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ

「
渡
」
は
水
上
交
通
に

関
わ

る
漢
字

で
あ
る
か
ら
、

a
b
ど
ち
ら
の
解
釈
を
と

っ
て
も

「過
渡
」
と
は

「
(舟

で
)
江
河
を
渡
る
こ
と
」
、
す
な
わ
ち
水
上
交
通

を
指
す
言
葉

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
よ
う
だ
。
今
、
具
体
的
に
用
例
を

二
つ
挙
げ
て
み
る
と

例
1

・
野
市
分
摩
闇

官
船
過
渡
遅

市
場
は
の
ろ

(く
じ
か
)
の
群
が

つ
た
よ
う
に
喧
し
く

官
船
の
渡
し
は
遅
い

(蘇
載

「
荊
州
」
十
首
之
其
五

『
蘇
東
披
詩
集
』
巻
二
)

例
2

・
偶
扶
柱
杖
登
山
去

却
喚
孤
舟
過
渡
來

た
ま
た
ま
杖

に
す
が

つ
て
山
を
登

っ
て
い
っ
た
り

ま
た
孤
舟
を
招
い
て
川
を

渡

っ
て
来
た
り
す
る

(
陸
游

「
遊
山
」

『
剣
南
詩
稿
』
巻

八
十
五
)

両
例
と
も

「過
渡
」
を

「
江
河
を
渡
る
こ
と
」
と
し
て
用
い
て
い
る
。

以
上
見
て
来
た
と
お
り
、
「過
渡
」
と
は
本
来

「江
河
を
渡
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
言
葉

で
あ

っ
た
。

新
漢
語

「過
渡
」
は
、
伝
来
漢
語

で
あ
る
か
ら
、
前
に
示
し
た
新
漢
語
の
分
類

(本
稿
第

一
章
)
に
従
え
ば
C
或

い
は
⑥

に
該
当
す

る
も

の
と
言
え
よ
う
。

一52一
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次

に
、
梁
啓
超
の

「過
渡
時
代
論
」

の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

「
今
日
之
中
國
過
渡
時
代
之
中
國
也
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
梁
啓
超
の

「過
渡
時
代
論
」
は
、
光
緒
二
十

七
年

(1
9
0
1
)

五
月
十

一
日
付
け
の

《
清
議
報
》
第

八
十
三
冊
に
掲
載
さ
れ
た
。
先
に
も
少
し
ふ
れ
た
が
、
梁
啓
超
が
横
浜
で

《清
議
報
》
を
発
刊
し

た
目
的
は
、
変
法
自
強
と
い
う
自
ら
の
政
治
的
主
張
を
宣
伝
し
、
故
国
中
国
の
人
民
の
意
識
を
改
革
す
る
こ
と
に
在

っ
た
。
従

っ
て
、



同
報

上

へ
の

「過
渡
時
代
論
」

の
掲
載
も
、
そ
う
し
た
変
法
自
強
運
動
の

」
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
の
知
る
限

り
で
は
、
こ
の

「過
渡
時
代
論
」
が
、
新
漢
語

「
過
渡
」

の
、
最
も
早

い
用
例
を
示
す
資
料
で
あ
る
。

今
、
「過
渡
時
代
論
」

の
内
容
に
沿

つ
て
、
「
過
渡
時
代
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
簡
単
に
纏
め
る
と
、

{
(国
家
が
)
"
旧
"
か
ら

"新
"

へ
と

(「過
渡
者
改
進
之
意
義
也
」
第
六
章
)
向
か
う
に
つ
れ
て
、
"
弱
"
か
ら

"強
"

へ
と

(「
多

少
民

族
由
死
而
生
、
由
剥
而
復
、
由
奴
而
主
、
由
痩
而
肥
」
第
二
章
)
進
化
し
て
い
く

(「
人
群
進
化
級
級
相
壇
」
第

一
章
)
(そ
の
途

中
の
)
時
代
」
}

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
過
渡
時
代
論
」
に
於
け
る
梁
啓
超

の
筆
調
に

つ
い
て
言
え
ば
、
「
過
渡
」
と

い
う
語

の
定
義
か
ら
筆
を
起

こ
し

て
、
そ
の
後

"
「
過
渡
」
時
代
と
は
ど
ん
な
時
代
か
"
"現
在
は

「
過
渡
」
時
代

で
あ
る
"
"
「
過
渡
」
時
代
に
心
得
る
べ
き
こ
と
"
云
々
と
読
者
に

説
い

て
聞
か
せ
て
い
る
。
こ
の
梁
啓
超
の
筆
調
を
見
る
限
り
に
於
て
は
、
新
漢
語

の

「
過
渡
」
を
創

っ
た
人
物
は
他

で
も
な
い
梁
啓
超

自
身

で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
く
な
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
先
述

の
通
り
、
梁
啓
超
は
、
日
本
製

の
新
漢
語
を
多
く
中

国
に
持
ち
込
み
、
そ
れ
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
功
績

の
あ

つ
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
「過
渡
時
代
論
」
中
の

「
過
渡
」
と
い
う
新
漢
語

に
し
て
も
、
彼
が
使
用
す
る
以
前
に
、
他
の
人
物
に
よ

っ
て
用
い
ら
れ
た
言
葉

で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
疑

い
は
消
し
難
い
。

し
か
し
、
梁
啓
超
の
筆
調
か
ら
次
の
こ
と
は
確
か
に
分
か
る
。
そ
れ
は
、
「
過
渡
時
代
論
」
が
書
か
れ
る
以
前
の
中
国
に
於
い
て
は
、

新
漢
語

の

「過
渡
」

の
使
用
は
定
着
し
て
い
な
か

つ
た
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
全
く
見
ら
れ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
全
く
定
着
し
て
い

な
か

つ
た
か
ら

こ
そ
、
梁
啓
超
は

「
過
渡
時
代
論
」
中

で

「過
渡
」

の
定
義
付
け
と
い
う
、
第

一
段
階
か
ら
始
め
た

の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

従

つ
て
、
中
国
に
於
い
て
新
漢
語

「過
渡
」
は

一
九
○

一
年
以
降
定
着
し

て
い
っ
た
と
確
信
す
る
。

「過
渡
時
代
論
」
が
、
当
時

中
国

で
絶
大
な
影
響
力
を
誇

つ
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
梁
啓
超
の
文
章
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
過
渡
」
と
い
う
新
漢
語
が
、
以

後
、

中
国
で
大
い
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
も
充
分
に
納
得
が
い
く
。

し

て
み
れ
ば
、
「過
渡
」
と
い
う
言
葉
が
、
或

い
は
梁
啓
超
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
か

つ
た
と
し
て
も
、
「過
渡
時
代
論
」

の
中
に
は

梁
啓

超
独
自
の
考
え
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら

「過
渡
時
代
論
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
価
値
は

充
分

に
あ
る
と
考
え
る
。
新
漢
語

「過
渡
」
の
日
中
両
国
に
於
け
る
定
着
に
つ
い
て
も
、
機
会
を
改
め
て
専

一
に
論

じ
た
く
思
う
。

「過
渡
時
代
論
」
に
見
る
梁
啓
超
の
"過
渡
"観

(若
杉
)
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こ
こ
で
、
「過
渡
時
代
論
」
を
構
成
す
る
六
つ
の
章
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

「
過
渡
時
代
之
定
義
」

:

(「
過
渡
」

に
は

"
広
"
"狭
"
の
二
義
が
有
る
。
"広
"
義

の

「過
渡
」
は
社
会
の
進

化
全
般
を
指
す
。

"狭

"
義
の

「過
渡
」
は

「進
歩
」
そ
の
も
の
を

「停
頓
」
と

「
過
渡

(前
進
)」
と
に
分
け
た
場
合
の
、
後
者
の
み
を
指
す
。
中
国

は
数
千
年
と
い
う
も
の
ず

っ
と

「停
頓
」
時
代
だ

っ
た
が
、
現
在
よ
う
や
く

「過
渡
」
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
)

二

「
過
渡
時
代
之
希
望
」

:

(
「過
渡
」
時
代
と
は
希
望
の
湧
泉

で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
「
進
歩
」
と

「過
渡
」
と

は
切
り
離
せ
な
い

関

係
に
あ
り
、
「過
渡
」

が
無
け
れ
ば
ま
た

「進
歩
」
も
あ
り
得
な

い
か
ら
だ
。
民
族
が
強
大
に
な
る
た
め
に
は
こ
の

「過
渡
」
時

代
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
)

三

「
過
渡
時
代
之
危
瞼
」

:

(
「過
渡
」
時
代
と
は
ま
た
、
恐
怖
の
時
代
で
あ
る
。

「
過
渡
」
時
代
は
国
民
全
体
の
生
死
の
、
あ
る
い

は
国
家
の
存
亡
の
分
か
れ
目
で
あ
る
か
ら
、
「過
渡
」
時
代
に
は
目
標
を
正
確
に
見
定
め
て
、
迅
速
に

「過
渡
」

し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
)

四

「
各
國
過
渡
時
代
之
経
験
」

:

(現
在
強
大
な
勢
力
を
誇
る
欧
米
諸
国
は
、
十
八
、
十
九
世
紀
に
す
で
に

「過
渡
」
時
代
を
経
験
し

た
国
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
国
々
の
経
験

に
鑑
み
る
に
、
「過
渡
」

の
様
相
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
で
あ
り
、

一
律

で
は

な
か

っ
た
と
分
か
る
。
だ
か
ら
、
「
過
渡
」

の
発
端

で
挫
折
を
味
わ

っ
た
中
国
に
も
、
挽
回
の
可
能
性
は
大

い
に
残
さ
れ
て
い
る
と

い
う
わ
け
だ
。
)

五

「
過
渡
時
代
之
中
國
」

:

(現
在

「
過
渡
」
中
の
国
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は

ロ
シ
ア
、

一
つ
は
我
が
中
国
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
は
従
来
、

幾
度
と
な
く
改
革
を
繰
り
返
し
、
西
欧
文
明
を
輸
入
し
て
き
た
結
果
、
国
民
の
脳
に

"世
界
の
公
理
"
が
浸
透
し

て
い
る
か
ら
、
近

代

化
を
達
成
す
る
日
は
間
近

で
あ
ろ
う
。

一
方
中
国
は
、
十
九
世
紀
に
な

っ
て
世
界
情
勢
が
激
変
し
て
か
ら
近
代
化
を
開
始
し
た
の

で
、
現
在
ま
こ
と
に
心
許
な
い
状
況
に
あ
る
。
我
々
が
掲
げ
る
大
目
標
は

・
政
治
上
の

「
過
渡
」
・
学
問
上
の

「
過
渡
」
・
理
想
風
俗

上

の

「
過
渡
」
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
)

六

「
過
渡
時
代
之
人
物
與
其
必
要
之
徳
性
」

:

(我

々
は
こ
の

「過
渡
」
時
代
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
英
雄
の
登
場
を
切
望
す
る
。
我
々

が
欲
す
る
の
は
旧
時
代
の
英
雄
で
も
新
時
代

の
英
雄
で
も
な
い
、
清
末
現
在
、
即
ち

「過
渡
」
時
代

の
英
雄
で
あ
る
。

「過
渡
」
時

代

の
英
雄
は
、
初
期
に
は
冒
険
性
、
中
期
に
は
忍
耐
性
、
末
期
に
は
別
択
性

(鑑
別
し
選
択
す
る
能
力
)
と
い
う

三

つ
の
徳
性
を
、
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必
ず
や
備
え
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
こ
そ
国
民
の
英
雄
が
登
場
し
、
国
民
の
代
表
と
し
て
活
躍
す
べ
き
時
勢
で
あ
る
。
時
勢
に
造

ら
れ
し
英
雄
よ
、
速
く
現
れ
出
よ
!
)

「
過
渡
時
代
論
」

の
各
章

の
内
容
に

つ
い
て
、
以
上

の
よ
う
に
纏
め
て
み
た
。
次
に
、
「
過
渡
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、

少
し
詳
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。

四

と

こ
ろ
で
、
「過
渡
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
何
故
、
従
来

の

「
江
河
を
渡
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
か
ら
、
現
代
我

々
が
用
い
る
よ

う
な

「
(旧
段
階
か
ら
新
段
階

へ
と
)
移
り
ゆ
く
こ
と
、
ま
た
そ
の
途
中
」
と
い
う
意
味

へ
と
変
化
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
当
章
で
は
、

こ
の
問
題
を
足
が
か
り
に
し
て
、
「過
渡
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

「
過
渡
時
代
論
」
を
詳
し
く
調
べ
る
と
、

一
文

の
中
に
、
現
代
語
の

「
過
渡
」

の
定
義
と
、
「
過
渡
時
代
論
」
中

の

「過
渡
」
の
定

義
が

"同
様
"
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
、
「
新
奮
雨
界
線
之
中
心
的
過
渡

(第
六
章
)」
と
い
う
言
葉

と
、

一
例
の
み
で

は
あ

る
が
、
従
来
の
用
例
に
従

っ
た
、
「
江
河
を
渡
る
こ
と
」
を
意
味
す
る

「
過
渡
」
と
い
う
言
葉
と
が
、
同
時
に
存
在
し
て
い
る
こ

と
に
気
付
く
。
従

つ
て
、
「過
渡
時
代
論
」
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く
事
に
よ

つ
て
、
右
の
疑
問
に
対
す
る

一
つ
の
解
答
が
得
ら
れ
る

と
考

え
る
。

清
末
の
知
識
人
達
は

「過
渡
時
代
論
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
目
に
し
て
、
当
面
ど
の
様
な
内
容
を
思
い
浮
か
べ
た

で
あ
ろ
う
か
。
彼

ら
の
脳
裏

に
浮
か
ん
だ
で
あ
ろ
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
今
、
敢
え
て
言
葉

で
表
現
す
る
と
す
れ
ば
、
「
大
航
海
時
代
論
」

と
で
も
言
い
表
わ

す
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

船
頭
玖
玖
者

自
由
之
鼓
耶

船
尾
討
釘
者

猫
立
之
旗
耶

當
十
八
十
九
雨
世
紀
中

相
街
相
逐
相
提
携

乗
長
風
衝
怒
濤

以
過
渡
於
新
世
界
者

非
遠
西
各
國
耶

(
同
論
文
第
四
章
)

船
首
で
タ
ン
タ
ン
と
な
る
の
は
自
由
の
太
鼓
か

船
尾
で
ハ
タ

ハ
タ
と
翻
る
の
は
独
立
の
旗
か

「過
渡
時
代
論
」
に
見
る
梁
啓
超
の
"過
渡
"観

(若
杉
)
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十
八
十
九
両
世
紀

前
に
な

つ
た
り
後

に
な

つ
た
り
互
い
に
そ
の
手
を
取
り
合

っ
て

大
風
そ
の
背

に
怒
濤
を
衝

い
て
新
世
界

に
過
渡
し
て
来
た
の
は

実
に
西
欧
各
国
だ

つ
た

《
清
議
報
》
の
読
者
が
、
同
論
文
の
タ
イ
ト
ル
を
見
て
、
す
ぐ
さ
ま
思
い
浮
か
べ
た
の
は
、

こ
う
し
た
調
子
で
続
く
文
章

で
あ

っ
た

と
思

わ
れ
る
。
当
時
は

「
黒
船
来
航

(
ペ
リ
ー
来
日
)」
に
象
徴
さ
れ
る
が
如
き

「
過
渡
時
代
」

で
あ

っ
た
か
ら
、

そ
れ
も
当
然
と
言

え
よ
う
。
過
渡
時
代
に
書
か
れ
た

「過
渡
時
代
論
」
と
い
う
論
文
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
清
末
の
世
相
を
如
実
に
反
映
す
る
、

ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
文
章

で
あ

っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
読
者

の
予
想
は
大
幅
に
裏
切
ら
れ
た
。

「
過
渡
時
代
論
」
に
於

い
て
は
、
タ
イ
ト
ル
も
含
め
て

「
過
渡
」
と
い
う
語
が
全

部
で
五
十
六
回
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
五
十
六
回
中
、
従
来
通
り

「
江
河
を
渡
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
ケ
ー

ス
は
、
右
に
示
し

た
わ
ず
か

一
例
の
み
し
か
存
在
し
な
い
。
で
は
他
の
五
十
五
例
の

「過
渡
」
は
、
「江
河
を
渡
る
」
こ
と
を
意
味
し
な
い
で
、

一
体
何

を
意
味
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

先

に
、
本
稿
の
第
三
章
で
、
梁
啓
超

の
言
う

「
過
渡
時
代
」
と
は
、
「
(
国
家
が
)
"旧
"

か
ら

"新
"

へ
と
向

か
う

に
つ
れ
て
、

"弱
"
か
ら

"強
"

へ
と
進
化
し
て
い
く
、
そ
の
途
中
の
時
代
」
と
い
う
意
味
で
あ

つ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
こ
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

同
論
文
中
に
於
て

「過
渡
」
の
語
が
意
味
す
る
所
は

「
"旧
"
か
ら

"
新
"

へ
と
向
か
う
に
つ
れ
て
、
"弱
"
か
ら

"
強
"

へ
と
進
化
し

て
い
く
」

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
だ
け
を
見
た
場
合
に
は
、
「
過
渡
時
代
論
」
中
の

「過
渡
」
の
意
味
は
、
現
代
語
に
於
け
る

「
過
渡
」

の
意
味

(本
稿
第

二
章

)
に
、
極
め
て
似
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る

(
現
代
語

の

「
過
渡
」
が
単
に

「
移
り
ゆ
く
」

こ
と
を
指

す
の
に
対
し

て
、

「過
渡
時
代
論
」

の

「過
渡
」
は

「
"弱
"
か
ら

"強
"

へ
と
進
化
し
て
い
く
」
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
両
者
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
に
は
確
か

に
違

い
が
見
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
が
)0
で
は
、
現
代
語
の

「過
渡
」
と

「
過
渡
時
代
論
」
中
の

「過
渡
」
は
、

ほ
ぼ
同
質
の
も

の
で

あ
る
と
単
純
に
判
断
し
て
良

い
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
言
え
ば
両
者
を
同
質
の
も
の
と
見
徹
す
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
確
か
に
今
日
、
両
者
は
、
ほ
ぼ
同
様

の
意
味
内
容
を
持

つ
に
至

つ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
来
両
者

の
間
に
は
次
の
よ
う
な

"根
本
的
な
差
異
"
が
存
在
し
て
い
た
の
だ
。

そ

の

"根
本
的
な
差
異
"
が
何
で
あ
る
か
は

「過
渡
時
代
論
」
中

の

「
過
渡
」
と
い
う
語
が
実
は
、
当
時
の
中
国

に
於

い
て
ま
だ
定
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着
し
き

つ
て
い
な
か
っ
た

「
進
化
」
と
い
う
概
念
を
、
読
者

に
、
よ
り
明
確
に
伝
え
る
た
め
に
、
梁
啓
超
が
持
ち
出
し
た

"隠
喩
"

で

あ

っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
容
易
に
導
き
出
せ
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
現
代
語

の

「
過
渡
」
は
、
言
葉
そ
の
も
の
が

「
旧
か
ら
新

へ

と
移
り
ゆ
く
」

こ
と
を
意
味
す
る
が
、
「過
渡
時
代
論
」
中

の

「
過
渡
」
は
そ
う
で
は
な
く
、
「過
渡
時
代
論
」
中
の

「過
渡
」
と
は
、

そ
の
新
漢
語
と
し
て
の
用
法
が
ま
だ
中
国
に
定
着
し

て
い
な
か

つ
た
と
い
う
当
時
の
状
況
か
ら
察
す
る
に
、
「
江
河

を
渡
る
が
ご
と
く

進
化
す
る
」
と
い
う
意
味
に
、
《清
議
報
》

の
読
者
が
機
転
を
利
か
せ
て
解
釈
し
た
言
葉

で
あ

っ
た
は
ず
な
の
だ
。

今
述
べ
た
通
り
、
梁
啓
超
は

「進
化
」
の
貌
を

「過
渡

(
江
河
を
渡
る
こ
と
)」
と

い
う
語
で
も

つ
て
喩
え
よ
う

と
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ

「進
化
」
と
い
う
言
葉

に

「過
渡
」
と
い
う
語
を
組
み
合
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
者
は
ど
う
見
て
も

不
可
思
議
な
取
り
合
せ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
「進
化
」
と

「過
渡
」
が
ど
の
様

に
関
連
す
る
の
か
、
も
う
少
し
詳
し
く
知
る
た
め
に
、
梁
啓
超
が

こ
こ
で
言
う

「
進
化
」

の
意
味
を
ま
ず
押
さ
え
て
か
ら
、
然
る
後
に
、
何
故

「
過
渡

(江
河
を
渡
る
こ
と
)」
と
い
う
語
が
組
み
合
さ
れ
た

の
か
を
考
え
て
い

こ
う

と
思
う
。

梁
啓
超
の
論
文

「進
化
論
革
命
者
頷
徳
之
學
説
」

「
天
演
學
初
祖
達
爾
文
之
學
説
及
其
略
傳
」
か
ら
、
彼
の
言
う

「進
化
」
に
つ
い

て
纏

め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
言
え
る
。

「
進
化
と
は
、
生
物

の
種
が

"適
者
生
存
"
の
原
則
に
従

つ
て

"劣
"
か
ら

"優
"

へ
と
変
遷
を
遂
げ
て
い
く

こ
と
で
あ
る

(
ダ
ー

ウ
ィ

ン
説
)。

こ
の
法
則
は
人
間
界
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
応
用
可
能
な
公
理
で
あ
り
、
人
間
界

の
全
て
の
事
は
自
然
淘
汰
に
よ

っ
て
優

者
を
残
し
、
発
展

へ
と
向
う
と
考
え
ら
れ
る

(
ス
ペ
ン
サ
ー
説
)」

こ
れ
か
ら
推
す
に
、
梁
啓
超
は
、
人
間
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
は

「進
化
」

の
ル
ー
ル
に
従

っ
て

"
劣
"
か
ら

"優
"

へ
と
進
歩
し
、
発
展
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
。

梁
啓
超
の
言
う

「進
化
」
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
次
に

「
過
渡

(
江
河
を
渡
る
こ
と
)」

の
持

つ
意
味
を

「進

化
」
と
の
関
連

に

於
い

て
探

つ
て
み
た
い
。

「
過

渡
」
と
は
実
際
上
は
、
ど

の
よ
う
な
行
動

で
あ
ろ
う
か
。
今
、
そ
の
行
為
を
具
体
的
に
想
像
す
る
に
、
「
過
渡
」
と
は
即
ち

「
"此
岸
"
(
こ
ち
ら
岸
)
か
ら

"彼
岸
"
(む
こ
う
岸
)

へ
と
渡
る
」
行
動
を
指
す
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
過
渡
時
代
論
」
中
に
於
い
て
も
、
次

の
よ
う
に

"此
岸
"
"彼
岸
"
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「過
渡
時
代
論
」
に
見
る
梁
啓
超
の
"過
渡
"観

(若
杉
)
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「
其
在
過
渡
以
前
止
於
此
岸
、
動
機
未
襲
、
其
永
静
性
、
何
時
始
改
所
難
料
也
」

「
其
在
過
渡
以
後
達
於
彼
岸
、
躊
躇
満
志
、
其
有
絵
勇
、
可
賞
與
否
亦
難
料
也
」

そ
し
て
、
実
は
こ
の

「
"
此
岸
"
か
ら

"彼
岸
"
に
渡

る
こ
と
」

こ
そ
が
、
「進
化
」
と

「過
渡
」
が
結
び

つ
く
要
因
で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
両
者
が
結
び

つ
く
理
由
を
以
下
に
二
つ
示
す

こ
と
に
す
る
。

そ

の

一
つ
は
仏
教
思
想
で
あ
る
。

梁
啓
超
が
、
「過
渡
時
代
論
」
を
著
し
た
翌
年

(光
緒

二
十
八
年
)
に

「
論
佛
教
與
群
治
之
關
係
」
を
書
き
、
仏
教
を
宣
揚
し

て
い

る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
彼
が

「過
渡
時
代
論
」
の
稿
を
成
し
た
時
点

で
、
仏
教
思
想
か
ら
離
れ
た
ス
タ
ン
ス
で

"
此
岸
"
"彼
岸
"

に
つ
い
て
言
及
し
た
と
は
考
え
難
い
。
仏
教
で
言
う

"彼
岸
"
と
は
、
煩
悩
を
去

っ
て
、
悟
り
を
ひ
ら

い
た
浬
藥

の
境
地
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
"此
岸
(現
世
)"
か
ら

"彼
岸
"
に
到
達
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
梁
啓
超
の
言
う

「
進
化
」
(進
歩
し
、
発

展
す

る
こ
と
)
に
結
び

つ
く
で
は
な
い
か
。

も
う

一
つ
の
理
由
は
、
近
代
資
本
主
義
国
が
、
海
洋
を
越
え
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
激
動
の
十
八
、
十

九
世
紀
に
、
他
国

と
通
商
関
係
を
結
び
、
海
外
に
植
民
地
を
獲
得
し
た
西
洋
諸
国
家
が
、
中
国
の
目
標
で
あ

つ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
近
代
化

の

青
写
真
は
、
そ
う
し
た
国
々
の
歴
史
そ
の
も
の
の
中
に
あ
る
、
と
す
る
梁
啓
超
の
考
え
方
に
鑑
み
れ
ば
、
「
"彼
岸
"

の
西
洋
」
の
高
度

な
レ
ベ
ル
に

「
"此
岸
"
の
中
国
」
が
到
達
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
梁
啓
超
の
考
え
る

「
進
化
」
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

種

を
明
か
ぜ
ば
、
右
の
二
つ
の
こ
と
は
梁
啓
超
自
身
に
よ

っ
て
言
明
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
光
緒

二
十
八
年

(「過
渡
時
代
論
」

の
書

か
れ

た
翌
年
)、
梁
啓
超
は
自
ら
創
刊
し
た

《新
民
叢
報
》

の
第

一
号
に
、
「
二
十
世
紀
太
平
洋
歌
」
を
発
表
し
、
中
で
次
の
よ
う
に
歌

っ

た
。

亜
洲
大
陸
有

一
士

自
名
任
公
其
姓
梁

…
…

誓
將
適
彼
世
界
共
和
政
鐙
之
祖
國

問
政
求
學
観
其
光

乃
於
西
暦

一
千
八
百
九
十
九
年
臆
月
晦
日
之
夜
半

扁
舟
横
渡
太
平
洋

其
時
彼
士
兀
然
坐

澄
心
囁
慮
游
宵
把

正
住
華
厳
法
界
第
三
観

帝
網
深
塵
無
敷
鏡
影
酒
其
労

蕎
然
忽
想
今
夕
何
夕
地
何
地

乃
是
新
奮
二
世
紀
之
界
線

東
西
雨
半
球
之
中
央

不
自
我
先
不
我
後

置
身
世
界
第

一
關
鍵
之
津
梁
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傍
線

C

(私
の
先

で
も
な
く
後

で
も
な
い

ち
ょ
う
ど
我
が
身
は
世
界

で
最
も
重
要
な
津
梁
の
た
だ
中
に
在
る
)
の
部
分
か
ら
、
こ
の

歌
と

「過
渡
時
代
論
」
と
の
相
関
関
係
は
明
白

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
右

の

「
二
十
世
紀
太
平
洋
歌
」

こ
そ
、
梁
啓
超
が

「過
渡
時
代

論
」
を
著
す
に
至

つ
た
動
機
の
詠
み
込
ま
れ
た
作
品
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
傍
線
A
、
B
の
部
分
を
見
る
と
、
傍
線

A

の
内
容

(
そ
の
時
彼
の
士
は
じ

つ
と
端
座
し

心
を
澄
ま
せ
て
思
い
を
砂
荘

の
間
に
遊
ば
せ

ま
さ
に
華
厳
法
界
に
於
け
る
第
三
番
目

の
観
法
で
あ
る

"周
遍
含
容
観
"
の
境
地
に
い
た

天
網
の
深
奥
に
あ
る
無
数

の
鏡
は
こ
の
世
の
全
て
を
映
し
出
し

て
い
る
)
は
先
に

述
べ
た
第

一
の
理
由

(仏
教
に
言
う

"
此
岸
"
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
)
に
、
傍
線
B
の
内
容

(す
な
わ
ち
現
在
と
は
新
旧
二
世
紀

の

ち

ょ
う
ど
分

か
れ
目
に
あ
た
り

こ
の
地
は
東
西
両
半
球

の
真
ん
中

に
あ
た
る
)
は
第

二
の
理
由

(近
代
西

洋
諸

国
が
中
国

の

"彼
岸
"

で
あ

つ
た
こ
と
)
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
さ
に
合
致
し
て
い
る
と
分
か
る
。

以
上
の
検
討
を
通
じ
て

「進
化
」
と

「
過
渡
」
が
結
び

つ
け
ら
れ
た
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
考
え
る
。

つ
ま

り
、
「
此
岸
」
か

ら

「
彼
岸
」

へ
と
渡
る
こ
と
を
意
味
す
る

「過
渡
」
と
い
う
言
葉
は
、
今
示
し
た
二
つ
の
理
由
か
ら
、
梁
啓
超
を
し

て

「進
化
」
の
貌

を
想
起
さ
せ
、
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
相
成

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
「過
渡
」
と
い
う
比
喩
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
「
進
化
」
す
な
わ
ち

「
旧
か
ら
新

へ
と
向
か
う
に
つ
れ
て

"
劣
"
か
ら

"優
"

へ
と
進
歩
す
る
こ
と
」
と
い
う
概
念
を
表
す
た
め
だ
け
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か

つ
た
で
あ
ろ
う
。

「過

渡
時
代
論
」
は
全
文
を
通
じ

て
、
内
容
的
に
も

口
調
的
に
も
、
客
観
的
、
学
術
的
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
非
常
に
感
情
的
で
、

扇
動
的
な
調
子
を
濃
厚
に
帯
び
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
を
推
測
す
る
に
、
そ
も
そ
も

「過
渡
時
代
論
」
が
、
当
時
大

い
に
流
行
し
て
い

た

「
天
演
論

(進
化
論
)」
と
、
梁
啓
超
が
ち

ょ
う
ど
そ
の
頃

《
清
議
報
》
上
で
盛
ん
に
宣
伝
し
て
い
た

「時
勢
造
英
雄
論

(時
勢
が

英
雄
を
造
る
の
論
)」
と
を

"
ド

ッ
キ
ン
グ
"
さ
せ
る
た
め
に
書
か
れ
た
論
説
で
あ

っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か

(
*
清
末
、
梁
啓
超

に
よ

っ
て
宣
伝
さ
れ
た

「
時
勢
造
英
雄

「

時
勢
が
英
雄
を
造
る
ー
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
『
経
國
美
談
』
論

ー

政
治

小
説
の

"
伝
播
"
に
伴
う
変
容
に
つ
い
て
ー
」
《九
州
中
国
学
会
報
》
第
三
十
一
巻

平
成
五
年
五
月
を
参
照
さ
れ
た
い
)。

梁
啓
超
の
口
調
が
い
よ
い
よ
熱
を
帯
び
る
の
は
そ
の
第
六
章

に
至

っ
て
か
ら
だ
。
そ
れ
は
、
第
六
章

の

「過
渡
時

代
之
人
物
與
其
必

要
之
徳
性
」
の
内
容
が
、
「時
勢
造
英
雄
論
」
の
鼓
舞
す
る
所
で
あ

っ
た

「
英
雄
」
の
必
要
性
を
、
「
過
渡
」

の
語
を
使
用
し
つ
つ
「
天

演

(
進
化
)
の
公
理
」

の
中
に
定
め
よ
う
と
試
み
る
、
梁
啓
超
に
と

つ
て
は
核
心
の
部
分

で
あ

つ
た
為

で
あ
ろ
う
。
従

っ
て

「過
渡
時

「過
渡
時
代
論
」
に
見
る
梁
啓
超
の
"過
渡
"観

(若
杉
)
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代
論
」
に
於
け
る
第
六
章
の
比
重
は
、
文
章

へ
の
熱
の
入
り
方
に
し
て
も
、
文
章
そ
の
も
の
の
長
さ
に
し
て
も
、
全

六
章
中
突
出
し

て

い
る

(参
考
と
し
て
、
六
章
全
て
の
字
数
を
示
し
て
お
く
。
第

一
章
;
2
1
5
字

第

二
章

;
2
3
0
字

第
三
章

;
1
9
0
字

第
四

章

;
3
6
8
字

第
五
章

;
6
4
8
字

第

六
章

;
1
1
6
6
字
…
…
第
六
章
の
字
数
は
全
体
の
約
4
1
%
を
占
め
る
)。

こ
の

「時
勢
造
英
雄
」
論
の
存
在
が
、
「過
渡
」
の
語
を
比
喩
と
し
て
用
い
た
こ
と
と
、
深
く
関
わ

っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「時
勢
造
英
雄
」
論
に
言
う
と
こ
ろ
の

「時
勢
」
と
は
危
機
、
あ
る
い
は
混
乱
期
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
彼
の
持
論

に
よ
れ
ば
、
「
国

家
が
窮
地
に
あ
る
時
こ
そ
が
英
雄
の
生
ま
れ
る
時

で
あ
り
、
英
雄
の
生
ま
れ
る
時
こ
そ
が
国
家
の
強
大
に
な
る
時
で
あ
る
」
か
ら
、
国

家
が
断
崖
絶
壁
に
追

い
詰
め
ら
れ
て
い
た
清
末
と
は
ま
さ
に

"
(進
化
の
公
理
に
従

っ
て
)
英
雄
の
生
ま
れ
て
然
る
べ
き
"
時
代

で
あ

っ

た
は
ず
だ
。
よ

っ
て
彼
は

「
過
渡
時
代
論
」

で
も

っ
て
、
世

の
英
雄
た
ち
に
そ
の
登
場
を
呼
び
か
け
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「過

渡
時
代
論
」
が

「時
勢
造
英
雄
」
論
と

「天
演
論
」
の
爲
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
限
り
、
「過
渡
時
代
論
」

に
於
い
て

「進
化

す
る

こ
と
」
を
表
現
す
る
言
葉
は

「
危
機
的
情
況
を
経
験
し
つ
つ
、
進
化
し
て
ゆ
く
様
子
」
を
表
現
し
得
る
言
葉

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

そ
こ
で
、
「
過
渡
」
の
喩

に
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
「
過
渡
」
と
は
、
航
海

の
危
険
を
犯
す
こ
と

に
他

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

当
時

の

「過
渡
」
は
、
国
家
間
の
交
流

で
あ
る
か
ら
、
大
海
を
渡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
行
為

の
裏
に
、
常
に

「
危
険
」
が
存
在

し
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
実
際
に
、
梁
啓
超
は
当
時
の
中
国
の
不
安
定
性
を

「
今
日
中
國
之
現
状

實
如
駕

=
扁
舟

初
離
海

岸
線

而
放
於
中
流

即
俗
語
所
謂

雨
頭
不
到
岸
之
時
也

(「
過
渡
時
代
論
」
第
五
章
)」
と

い
う
喩
で
表
現
し
て
い
る
。

波
間
に
何
の
保
障
も
無
く
漂
う
長

い
時
間
と
瞬
時
に
訪
れ
る
危
険
=

そ
う
し
た
、
航
海
時

の
不
安
な
イ
メ
ー
ジ
を
、
「過
渡
」
と

い
う
語
は
内
包
す
る
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
も
、
「
過
渡
」

の
語
は
梁
啓
超
に
よ

つ
て
、
「進
化
」

の
貌
を
喩
え
る
適
当
な
語
と
し
て
、

数
多

の
語
彙

の
中
か
ら
特

に
選
ば
れ

て
使
用
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
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当
章
の
ま
と
め
と
し
て
、
先
に
呈
し
た

"
「過
渡
」

の
意
味
の
変
遷
の
謎
"
に
対
す
る
、
筆
者
な
り
の
解
答
を
提
出
し
て
み
た
い
。

「
過
渡
」
と
い
う
言
葉
は
元
来

"
此
岸
"
か
ら

"
彼
岸
"
に
船

で
渡
り
行
く
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
清
末
知
識
人
、
梁
啓
超
は

"
彼

岸
"

に
対
し
て
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
見
出
し
た
。

一
つ
は
仏
教
に
於
け
る

「悟
り
の
境
地
、
浬
藥
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
も
う

一
つ
は



海
洋

の
彼
方
に
存
在
す
る
当
時

の

「先
進
西
洋
諸
国
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
。

つ
ま
り
彼
は
、
"
此
岸
"
に
満
ち
る
旧
世
界

の

「
現
実
」
に
対
し
て
、
"彼
岸
"
に
は
、
洋

々
と
広
が
る
新
世
界
の

「
理
想
」
を
思
い
描
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
の
中
国
を
支
配
し
て
い
た
旧
体
制
を
打
破
し
て

"近
代
化
"
を
達
成
す
る
べ
く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ

つ
た
彼
は
西
洋

の
先

進
的

思
想
を
次

々
に
雑
誌

の
上
で
宣
伝
し
た
が
、
「
進
化
論
」

は
ま
さ
に
典
型
的

な
そ
の

一
つ
の
例

で
あ

つ
た
。

「
進
化
」
即
ち

「
(
旧
か
ら
新

へ
向
か
う
に
つ
れ
て
)
次
第
に
発
展
す
る
こ
と
」
と
い
う
概
念
を

《清
議
報
》
を
通
じ
て
伝
播
し
、

定
着
さ
せ
る
に
あ

た

つ
て
、
彼
は
、
「
理
想
に
む
か

っ
て
前
進
す
る
様
子
」
を
、
読
者
が
感
覚
的
に
理
解
し
得
る
よ
う

"
比
喩
"
を
用

い
て
表
現
し
た
。

そ
れ

が
新
漢
語

の

「
過
渡
」
で
あ

っ
た
の
だ
。
加
え
て

「過
渡
」
と
い
う
語
は
、
「進
化
」
に
伴
う

"危
険
"
を
も
表
現
し
得
る
語
彙

で
あ

る
か
ら
、
「時
勢
が
英
雄
を
造
る
の
論
」
を
唱
え
る
梁
啓
超
に
と

つ
て
は
、
隠
喩
と
し
て
用
い
る
に
は
格
好

の
言
葉

で
あ

つ
た
に

違
い
な
い
。

梁
啓
超

の
比
喩
に
よ

つ
て
、
「
過
渡
」
は

「
(
旧
か
ら
新

へ
と
)
進
化
す
る
こ
と
」
の
意
味

に
広
く
用
い
ら
れ
る
言
葉
と
な

つ
た
。
そ

の
言
葉
が
今
も
な
お
、
今

日
の

「過
渡
」
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
が
筆
者
な
り
に
纏
め
て
み
た
解
答

で
あ
る
。
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五

「過

渡
時
代
論
」
は
、
「
天
演
論
」
が
展
開
す
る

「
進
化
の
公
理
」
の
中
に
、
梁
啓
超
が
当
時
盛
ん
に
宣
伝
し
て
い
た

「
時
勢
が
英
雄

を
造

る
の
論
」
を
組
み
込
む
、
と
い
う
目
的

の
為
に
著
さ
れ
た
論
文

で
あ

っ
た
。
従

つ
て
そ
の
内
容
と
は
、
「進
化

の
公
理
」
に
順

っ

て
、
新
が
旧
に
と

っ
て
替
わ
る
こ
と
の
必
然
性
を
肯
定
し
、
新
旧
交
替
時
期
の
動
揺
を
是
認
し
た
末
に
、
そ
の
動
揺

を
乗
り
切
る
べ
く
、

中
国
が
現
在

「
英
雄

の
出
現
す
べ
き
時
勢
し
に
在
る
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
見
方
を
変
え
れ
ば

、
当
時
の
中
国
の

"脆
弱
さ
"
を
、
天
演
論

へ
の
位
置
付
け
に
よ

っ
て

"当
然
"
と
見
倣
そ
う
と
す
る
、
言
わ
ば
自
己
弁
護
で
あ
り
、

そ
の
自
己
弁
護
を

「英
雄

を
造
る
」
こ
と
に
よ

っ
て
自
己
肯
定

へ
と
変
え
よ
う
と
す
る
、
梁
啓
超
の
目
論
み
の
表
出
で
も
あ

っ
た
。
旧
時
代
と
新
時
代
と

の
問

に
も
う
ひ
と

つ

「過
渡
時
代
」
を

つ
く

っ
た
の
も
、
「
清
末

の
英
雄
の
場
所
」
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
、
梁
啓
超

の
配
慮
に
他
な

ら
な

か

っ
た
と
考
え
る
。

「
過
渡

時

代
論

」
に
見
る
梁

啓
超

の
"
過
渡

"
観

(
若
杉

)
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梁

啓
超
が

「進
化
」
と
い
う
近
代
的
な
学
術
概
念
に
絡
め
て

「過
渡
」
と
い
う

"比
喩
"
を
用
い
た
こ
と
は
、
本
稿
中

で
既
に
見

て

き
た
と
お
り

で
あ
る
が
、
そ
の
最
終
目
的
は

「
時
勢
の
造
り
し
英
雄
」
を
育
て
、
奮
起
さ
せ
る
こ
と
に
存
在
し
た
。
西
洋
学
問
の
移
入

に
携

わ
る
立
場
に
あ

っ
た
彼
だ
が
、
そ
の
学
問
の
内
容
や
学
問
に
対
す
る
姿
勢
は
、
今

日
的
な
目
で
見
れ
ば
、
客
観
的
で
は
な
く
甚
だ

主
観
的
で
、
理
性
的
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
感
情
的
で
、
非
科
学
的

で
あ

っ
た
と
さ
え
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
も
ま
た

「時
勢
」
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
清
末
、
「
迷
信
打
倒
」
が
叫
ば
れ
、
科
学
の
地
位
が

飛
躍
的
に
向
上
し
て
も
、
人

々
が
根
本
的
に
求
め
る
も
の
は
瞬
時
に
は
変
わ
ら
ず
、
ま
た
、
自
分
自
身

一
清
末
人
で
あ

っ
た
梁
啓
超
が
、

「
科
学
重
視
」
を
叫
び
な
が
ら
も
、
自
己
の
本
質
的
な

"近
代
化
"
を
為
し
得
な
か

つ
た
こ
と
は
否
定
し
難

い
事
実

で
あ
る
。
ト

ッ
プ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
常
に
時
代
や
人
々
の
要
求
に
向
き
合

っ
た
梁
啓
超
の
、
そ
れ
は

"限
界
"
と
も
言
う

べ
き
、
到
達
点

(彼
岸
)

だ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

梁
啓
超
の

"限
界
"
は
、
同
時
に
変
法
自
強
運
動
の

"
限
界
"
で
も
あ

っ
た
と
考
え
る
。
梁
啓
超
が

「過
渡
時
代
論
」
を

《清
議
報
》

と
い
う

マ
ス

・
メ
デ
ィ
ア
に
登
載
し
た
、
そ
の
行
為
自
体

の
目
的
を
追
求
し
て
い
く
と
、
変
法
自
強
運
動
の
弱
点
が
見
え
て
く
る
よ
う

に
思

う
。
自
己
弁
護
か
ら
出
発
し
自
己
肯
定

へ
と
至
る
為
に
、
表
面
上
は
近
代
的
な
科
学
思
想
を
掲
げ
た
政
治
運
動
、
そ
れ
が
変
法
自

強
運
動

の
紛
れ
も
な
い

一
面
だ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

歴
史
の
潮
流
の
中

で
、
結
局
、
孫
文
等
の
革
命
運
動
が
勢
力
を
得
て
、
変
法
自
強
運
動
の
方
は
衰
退
の

一
途
を
辿

っ
た
。
そ
こ
に
、

自
己
弁
護
に
端
を
発
す
る
変
法
自
強
運
動
に
は
、
中
国
と

い
う
巨
大
な
船
舶
を

「過
渡
」
さ
せ
る
だ
け
の
力
量
が
な

い
、
と
い
う
清
末

中
国

の
シ
ビ
ア
な
判
断
を
見
出
す
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
か
。
変
法
自
強
運
動
の
弱
点

の

一
端
は

「過
渡
時
代
論
」

の
中
に
も
露
呈
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
本
稿
に
於
け
る
考
察
を
通
じ
て
筆
者
が
得
た
結
論

で
あ
る
。
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補
註

(
1
)
光
緒
二
十
五
年

(『
飲
泳
室
文
集
』
巻
四
所
収
)

(
2
)
大
河
内
康
憲

「
現
代
語
の
語
彙
」
(
『
言
語
』
中
国
文
化
叢
書
1

大
修
館
書
店

牛
島
徳
次

・
香
坂
順

一
・
藤
堂
明
保
編



昭
和
四
二
年
十

一
月
二
十
日
/
Ⅲ

・
文
法
論
、
第
八
節
所
収
)
三
七
八
頁

大
槻
文
彦

『新
訂
大
言
海
』
新
訂
版
第
四
九
版
五
八
○
頁

(冨
山
房

昭
和
五

一
年

三
月
二
十
日
)

こ
と
ば
の
誕
生
と
定
着
の
概
況
を
知
る
方
法

の

一
つ
と
し
て

「辞
書
の
調
査
」
が
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は

明
治
、
清
末
に
出

版
さ
れ
た
辞
書
類

(主
と
し
て
英
和

・
和
英
辞
書
、
国
語
辞
書
)
の
記
載
中
か
ら
、
新
漢
語

「過
渡
」
の
誕
生
と
定
着
に
関

す
る
手
掛
り
を
得
よ
う
と
し
た
が
、
充
分
な
成
果
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
以
下
、
調
査

の
結
果
を
少
し
書
き
留
め
て
お
く
こ

と
に
す
る
。

〈
英
和

(英
華
)
・
和
英

(華
英
)
辞
書
に
つ
い
て
〉

英
和
辞
書
と
英
華
辞
書
に

つ
い
て
は
、

.
t
r
a
n
s
i
t
i
o
n

の
説
明
に

「
過
渡
」
と
い
う
語
が
用

い
て
あ

る
か
否
か
を
調
査

し
、
和
英
辞
書
と
華
英
辞
書
に
つ
い
て
は
、
「
過
渡
」
と
い
う
見
出
し
語
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
た

の
だ
が
、
結
局
、

一
九
〇
0
年
～

一
九
○

一
年
頃
ま

で
に
出
版
さ
れ
た
英
和

(英
華
)
・
和
英

(華
英
)
辞
書
に
於
い
て

「
過
渡
」

の
語
は
使

用
さ
れ
な
か

つ
た
よ
う

だ
と

い
う

こ
と
ま

で
し
か
、

突
き
止
め
得
な
か

っ
た

(
大
正

に
入
る
と
、

大
方

の
辞
書
が

t
r
a
n
s
i
t
i
o
n

の
訳
語
と
し
て

「過
渡
」
を
用
い
て
い
る
よ
う
だ
)。
次
に
示
す
の
は
、
調
査
し
た
英
和

(華

)
・
和

(華
)
英

辞
書
の
う
ち
の
、
主
要
な
も
の
の
書
名
と
、
そ
の
調
査
結
果

(「過
渡
」
と
い
う
語
の
有
無
)
で
あ
る
。

※
英
和

(英
華
)
.
和
英

(華
英
)
辞
書
の
調
査
に
は
、
九
州
大
学
筑
紫
文
庫
所
蔵

の
辞
書
四
十
四
種
を
使
用
し
た
が
、
紙

幅
の
都
合
上
、
表
中
に
は
う
ち
十
三
種
を
あ
げ
る
に
止
め
た
。
ま
た
、

a
b

c
の
三
冊
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
大
学
法
文

学
部
の
三
輪
伸
春
先
生
よ
り
教
え
て
頂
い
た
調
査
結
果
を
記
載
し
た
。
な
お
、
三
輪
先
生
か
ら
は
、
他

に
も
参
考
文
献
等

に
関
す
る
数
多
く
の
御
教
示
や
御
指
摘
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
国
語
辞
書
に
つ
い
て
〉

永
井
荷
風
の

『
冷
笑
』
(
明
治

四
十

二
～
三
年
)
や
、
夏
目
漱
石
の

『
手
紙
』

(明
治
四
十
四
年
)
等

の
文
学
作
品
の
中

に

「
過
渡
期
」
と
い
う
言
葉
の
用
例
が
見
え
る
の
で
、
日
本
に
於
け
る
新
漢
語

「過
渡
」
の
使
用
は
、

明
治
四
十
年
代
に

は
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
以
前
に
出
さ
れ
た

『
言
海
』
(大
槻
文
彦
編

明
治
二
十
二
年
～

二
十
四
年
)、

『
日
本
大
餅
書
』
(山
田
美
妙
編

明
治

二
十
六
年
)、

『
日
本
大
群
林
』
(物
集
高
見
編

明
治

二
十
七
年
)、

「
過
渡

時
代

論
」
に
見

る
梁
啓

超

の
"
過

渡
"
観

(
若

杉

)
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刊

年

光

緒

5

M

15

M

18

M

19

M

22

M

32

M

33

M

35
M

44

民

国

3

T

4

T

8

英

和

(
華

)

・
和

(
華

)
英

辞

書

名

『
華
英
字
典
』

『
英
和
字
彙
』
(増
補
訂
正

一
)

『
英
和
対
訳
大
字
彙
』

『
和
英
語
林
集
成
』
(改
正
増
補
第
三
版
)

a
『
ウ
ェ
ッ
ブ
ス
タ
ー
氏
新
刊
大
辞
書
和
訳
字
彙
』

『
英
華
和
訳
字
典
/
1
-
Z
』

『和
訳
英
字
彙
』

『英
和
双
解
熟
語
大
辞
彙
』
(
再
版
)

『増
訂
英
華
字
典
』

『
双
解
英
和
大
辞
典
』
(増
訂
第
十
三
版
)

『和
英
大
辞
典
』
(第
八
版
)

b
『
模
範
英
和
辞
典
』

『
英
華
大
辞
典
』
(第
六
版
)

『
井
上
英
和
大
辞
典
』

『
熟
語
本
位
英
和
中
辞
典
』

c
『
A
N
 
E
N
G
L
I
S
H
-
J
A
P
A
N
E
S
E
 
D
I
C
T
I
O
N
A
R
Y

O
F
 
T
H
E
 
S
P
O
K
E
N
 
L
A
N
G
U
A
G
E

』
(
第

四
版
)

編

纂

者

、

訳

者

(
メ
ド

ハ
ー

ス
ト
本

を
底

本
と

す

る

)

柴

田
昌

吉
、

子

安
峻

ウ

ェ
ブ

ス
ト

ル
(
ノ

ア
)
著
、

前

田

元
敏

訳

J

・
0

・
ヘ
ボ

ン

イ

ー

ス

ト

レ
イ

キ
編

、

棚
橋

一
郎

訳

津

田
仙

等

訳
、

中

村

正
直
校

島

田
豊

訳

増

田
藤

之

助

W
・
ロ
ブ

シ
ャ
イ

ド
編

・
井

上
哲

次

郎
増

補

島

田
豊

F
・
ブ

リ

ン
ク

リ

ー
、
南

條

文
雄

、
岩
崎

行

親

神

田
乃
武

顔

恵
慶

等

井

上
十

吉

斎

藤
秀

三
郎

ア
ー
ネ

ス
ト

・
サ
ト
ウ
、
イ

シ
バ

シ
マ
サ
カ

タ

出

版

社

(
者

)

申

報

館

大
阪
同
志

出
版

鹿

田

静

七

三

省

堂

山

内

輯

大

倉

書

店

英

学

新

誌

社

善

鄭

訳

書

館

共

益

商

社

三

省

堂

三

省

堂

商

務

印

書

館

至

誠

堂

日

英

社

三

省

堂

有○○○○○

無○○○○○○○○○○○

M

=
明
治

T

=
大

正
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『
日
本
大
群
典
』
(大
和
田
建
樹
編

明
治
二
十
九
年
)、

『
帝
国
大
誹
典
』

(藤
井
乙
男

・
草
野
清
民

共
編

明
治

二
十

九
年
)、

『
こ
と
ば

の
泉
』

(落
合
直
文
編

明
治
三
十

一
年
)
等
の
辞
書
に
つ
い
て
、
初
版
本
か
ら
、
以
後
訂
正
増
補
を

繰
り
返
す
過
程
を
、
私
見
の
及
ぶ
限
り
通
時
的
に
調
査
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
最
も
早
く

「過
渡
」

の
語
を
取
り
上
げ

た
の
は

『
こ
と
ば
の
泉
』

で
あ
り
、
明
治
四
十

一
年
に

『
大
増
訂

こ
と
ば
の
泉
』

へ
と
成
長
し
た
時
点

で

「過
渡
」
の

語
を
収
録
し
た

こ
と
が
わ
か

っ
た
。

「
過
渡
」
は
別
冊

の

『
補
遺
』
中
に
見
え
る

(『
言
海
』
は
明
治

四
十
四
年
に
最
初

の
改
版
が
出
さ
れ
た
時
点

で
も
ま
だ

「過
渡
」

の
語
を
収
録
し
て
い
な
い
)。

こ
の
結
果
か
ら
筆
者
は
、

日
本
に
於
け
る

新
漢
語

「過
渡
」

の

一
般
的
な
使
用
は
、
早
く
と
も
明
治

三
十
年
代
あ
た
り
か
ら
始
ま

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て

い
る
。

『
説
文
解
字
』

二
篇
下
に

「
度
也
」
と
あ
り
、
度
越

・
通
過
す
る
こ
と
を

い
う
。

『
説
文
解
字
』

二
篇
上
に

「
濟
也
」
と
あ
り
、
水
を
渡
る
こ
と
を
い
う
。
(⑤
⑥
は
白
川
静
博
士
の
説
明
に
拠
る
。

『
字
統
』

平
凡
社

一
九
八
四
年
八
月
)

光
緒

二
十
八
年

(『
飲
泳
室
文
集
』
巻
十
二
所
収
)

光
緒

二
十
八
年

(『
飲
泳
室
文
集
』
巻
十
三
所
収
)

*

主
要
参
考
文
献

・
中
村
忠
行

「
中
國
文
藝

に
及
ぼ
せ
る
日
本
文
藝
の
影
響
」
(
《毫
大
文
學
》
七
四

・
七
六

・
八
二

・
八
四

・
八
五
号

一
九
四
二
～

一
九
四
四
年
所
収
)

・
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う

『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
(く
ろ
し
お
出
版

一
九
六
○
年
三
月
)

・
彰
澤
周

『
中
国
の
近
代
化
と
明
治
維
新
』
(東
洋
史
研
究
叢
刊
之
二
九

同
朋
舎

昭
和
五

一
年
)

・
『
講
座
進
化
②

進
化
思
想
と
社
会
』
(柴
谷
篤
弘
等
編

東
京
大
学
出
版
会

」
九
九

一
年
九
月
)

・
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ

『
中
国
の
近
代
化
と
知
識
人
』
(
平
野
健

一
郎
訳

東
京
大
学
出
版
会

一
九
七
八
年

四
月
)

・
森
岡
健

二

『
語
彙

の
形
成
』
第
四
章

「
開
化
期
翻
訳
書
の
語
彙
」
(
現
代
語
研
究
シ
リ
ー
ズ
第

一
巻

明
治
書
院

昭
和

六
二
年
六
月
)

「
過

渡
時

代

論
」
に
見

る
梁
啓

超

の
"
過
渡

"
観

(
若

杉

)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
二
号

・
鈴
木
修
次

『文
明
の
こ
と
ば
』
(文
化
評
論
出
版

昭
和
五
六
年
三
月
)

・
大
河
内
康
憲

「現
代
語
の
語
彙
」
(中
国
文
化
叢
書
1

『
言
語
』

大
修
館
書
店

牛
島
徳
次

・
香
坂

順

一
・
藤
堂
明
保

編

昭
和
四
二
年
十

一
月
/
Ⅲ

・
文
法
論
、
第

八
節
所
収
)

・
柳
父
章

『
翻
訳
の
思
想
』
(平
凡
社

昭
和
五
二
年
)

・
『
近
代
の
語
彙
』
(講
座
日
本
語

の
語
彙
第
六
巻

明
治
書
院

佐
藤
喜
代
治
編

昭
和

五
七
年

二
月
)

・
見
坊
豪
紀

「
日
本
語

の
辞
書
②
」
(岩
波
講
座
日
本
語

9

『
語
彙
と
意
味
』

岩
波
書
店

一
九
七
七
年

六
月
)

*

底
本

・

《清
議
報
》
第
八
十
三
冊

(本
稿

で
は
吉室
湾
成
文
出
版
社
よ
り
民
国
五
六
年
に
影
印
刊
行
さ
た
覆
製
本
を
使
用
し
た
。
)
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